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	  終戦記念日を前に
　　　　　戦争関連本を読んでみました


　　八月といえば終戦記念日。戦後七三年が経過し、若い人に限らず多くの国民にとって歴史上の出来事となっているのではないでしょうか。
　　太平洋戦争に関わる本といえば、華々しい戦闘や作戦をテーマにしたものが多い中、戦争の実際や日米の考え方の違い等を取り上げた本を紹介してみたいと思います。
　　元大本営陸軍部参謀の堀栄三が書いた「大本営参謀の情報戦記～情報なき国家の悲劇」（文春文庫）では「日本のように、いったん戦場に動員されると終戦まで行きっぱなしというのと、米国の野戦での軍隊の使い方は違っていた。」「一度敵と戦闘を交えた米軍の師団は、戦闘が一段落すると別の師団と交代して後方に退って、損耗した兵員を補充したり、教育訓練をするのが二か月、そして四か月が休養となっている。」つまり、充分休養した軍隊が常に戦場に出てくるのです。
また補給についても「例えば上衣について見れば、上衣は戦場での命数が三か月であるから、戦場にある兵員に対する予備をフランス国内に一着、米本国内に一着、輸送途中のもの一着を常に準備した。」これに対して「参考までに日本軍の補給は、（略）南方軍用として準備した夏服は、綿麻製が二年に一着、防暑服も二年に一着という数字が出る」「要するに日本陸軍では、一度与えられて戦地に向かった部隊は、これを修理して着用していくのが原則となっていて、米軍のような更新計画はなかったようである。」。補充や補給の大切さについて、日本軍が如何に認識していなかったか。
そしてあまり知られていないのが護衛空母の存在です。大内建二著「護衛空母入門」（光人社NF文庫）によると、米海軍は搭載機数二〇～三六機の小型空母を七六隻建造し、飛行機の補充や作戦支援、船団護衛に使用しています。日本でこれに該当するのは「五隻の商船改造航空母艦は（略）南方方面への飛行機の輸送に使われ」「海上護衛総司令部に編入され、船団護衛用航空母艦として運用され」たとあります。
こうした補給の面からも見えてくるのは、やはり「当時の戦争が如何に無謀であったか」ということだと思います。
　　　　（会長　大久保光夫）
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　県退職者いちょう会第二七回定期総会が、五月三一日に横浜・波止場会館において、会員・来賓など約三〇名の参加を得て開催されました。
　総会の冒頭、この一年間に亡くなられた会員の皆様のご冥福を祈り黙とうを捧げたのち、大久保会長から「今年三月三一日に、元県知事の岡崎洋さんがお亡くなりになりました。岡崎さんは誠実な人との印象があり、組合の提案
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でも、良いものは良い、として取り上げる姿勢がありました。それに比べて安倍総理や官僚の答弁に誠意のカケラもない、と思うのは私だけではない」と挨拶をしました。そのあと米倉自治労県職労委員長、相馬自治労県本部退職者会事務局長等の来賓挨拶と続き、議事に入りました。
議事では、二〇一七年度活動報告、二〇一八年度活動の進め方等、全ての議案を承認、可決しました。
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　「働き方改革について」学習
　総会に続いて永井副会長から、今話題の「働き方改革」について講演をいただきました。
恒例の懇親会へ
　総会、講演会の後は、日本大通り駅近くの「さくら水産」へ移動し、会員同士交流を深めました。
　総会では控えめにされていた会員の方も、ここでは嘘のように饒舌になり、近況報告の花が咲きました。
　議案の承認、採決の状況　
　第一号議案（活動報告）

　　　　全員の拍手で承認

　第二号議案（決算・監査報告）

　　　　全員の拍手で承認
　第三号議案（活動の進め方）

　　　　全員の拍手で承認

　第四号議案（予算）

　　　　全員の拍手で承認
＊今年は役員任期の中間年に当たるため、役員の変更はありませんでした。
　
　二〇一七～二〇一八年度役員
　　会　長　　　大久保光夫
　　会長代行　　海上龍晃

　　副会長　　　永井碩夫
　　　　　　　　米倉尚人

　　事務局長　　松島靖宏
　　事務局次長　和田聡子

　　会　計　　　滝沢　章
　　常任幹事　　石橋　健
　　　　　　　　金子照雄
　　　　　　　　大野和二
　　　　　　　　田中重幸
　　　　　　　　山崎公江
　　　　　　　　小嶋昌光

　　会計監査　　熊谷一男

　　　　　　　　保坂由文

　　顧　問　　　谷口照子

　　　　　　　　北詰隆美

　　　　　　　　澤木紀一郎
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[映画から社会を見る④]
子育て支援の現実を知り未来を考える
  毎日の新聞には、小さく時には大きく報道される待機児童問題。子育て政策には課題が山積している。
　ドキュメンタリー映画「夜間もやってる保育園」（2017年大宮浩一監督）は日本の育児の現実を取材する。主に東京新宿区・大久保にあるエイビイシイ保育園。０歳児から就学前まで９０人の子どもを預かる２４時間態勢。隣の学童保育とも連携している。昼と夜の食事には有機食材を使用するなどのこだわりもある。保育園側のコメントや、親たちの生の声、そして子どもたちの朝起きて食べて遊ぶ姿。昼寝の時間も保育士たちにとっては５分おきに寝息をうかがう重い労働の時間である。実態の全体像が浮き彫りにされる。
そこには首相に直接訴えた「保育園落ちた。日本死ね！」のような強烈な主張はない。現実を知ることによって考える機会になればというのが大宮監督の願いだ。　　
　全国に約２万か所ある認可保育園のうち夜間保育園は８０か所と僅かである。認可外のベビーホテル利用が３万人超。夜間に保護者がいない子どもを守る「セーフティネット」の機能も果たしている。待機児童は５万５千人。保育士の不足、保育所の質の問題など課題は多様である。女性よ働け、保育所は無理よとの不都合な政策。そんな先進国はどこにもない。
出産したニュージーランドの女性首相の「小さな子どもたちが、家族をどう養うかを選択できる未来があることを願っている」との言葉は印象的である。
　（緑川芳樹）
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   　いちょう歌壇
                                         滝　沢　　章
新どしの神事の疲れか御神馬の黒毛のつやも褪せて見えたり
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(をとめ),処女)らの生き血あつめし〈鉄の処女〉今につながるブラックごとし
絶え間なく日ノ出湧水そそぎ込む大岡川の冬はしずけく
もりともの闇の深きを暴くごと台湾坊主の荒るる列島
高一の思ひのたけの並ぶごと「銀杏十六」春の旅立ち
まのあたり弦の eq \o\ad(\s\up 11(へ),上)すべる弓捷しわれも手拍子ラデツキーマーチ
メーデーに向かふ血の気も薄らぎてベランダに出で番瀝青ぬりたり
退院も苦悩のにじむ翁長知事テレビのうなじ細く見えたり
転記とふ所作がつくりし過ちの数字正せばぴたり符合す
雨に濡る百合のきはだつ eq \o\ad(\s\up 11(おおどほり),日本大通)物故者 eq \o\ad(\s\up 11(じふろく),十六名)祷りて議事に
　　ゴルフコンペ
　いちょう会　第三二回ゴルフ大会は五月一〇日大秦野カントリークラブで開催されました。
　参加者　八名

　
　優　勝　長部正司さん

　準優勝　神本　隆さん
三　位　中村　章さん
　暑いくらいの好天気
木陰でＢＢＱ
　　　　六月二日
　毎年恒例の「潮干狩りとバーベキュー」が、いちょう会と自治労県職労共催により、横浜市金沢区の「海の公園」で開催されました。
　当日は「大潮」と好条件のため
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会場の確保が難しく、現職の努力で何とか実現しました。
　ＢＢＱは、ホットドッグ、焼き鳥、焼きそば、焼肉、サラダ、イカ焼き等、メニューが豊富でした。
　いちょう会は家族を含め一七名が参加しました。
前号ニュース以降の集会等への参加状況
○さよなら原発全国集会
　三月二一日　代々木公演
　　　　　　　　　　三名参加
○かながわシニア集会
　三月二八日　ワークピア
　　　　　　　　　　六名参加
〇森友学園疑惑究明集会
　四月一四日国会前
　　　　　　　　　　一名参加
○大人の遠足・お花見ハイク
　四月一九日　　　一三名参加

○神奈川県中央メーデー
　四月二八日　　臨港パーク

　　　　　　　　　　七名参加

〇平和憲法を守る全国集会

　五月三日　東京有明防災公園

　　　　　　　　　　五名参加

〇カジノ賭博反対請願デモ
　五月九日　日比谷公園
　　　　　　　　　　二名参加
〇辺野古新基地反対
　　　　国会包囲集会
　五月二六日　議員会館前
　　　　　　　　　　二名参加

〇県本部女性連絡会散策
　六月一九日　等々力渓谷
　　　　　　　　　　二名参加

〇自治退関東甲地連総会

　六月二八日　山梨県
一名参加
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訃　報

　　ご冥福をお祈りいたします

　市来哲郎さん

　　　　川原　武さん
　　　　杉田喜一さん

　　　　鈴木敬蔵さん

　　　　真間幸一さん

　　　　山口正直さん

「銀杏」　原稿募集中
　「近況」「旅行」「短歌」「川柳」等を「銀杏」紙面の一～四ページ程度にまとめてお送りください。
　原稿をメールでお送りいただけると助かります。
・メールのアドレスはいちょう会ニュースの表題部にあります。
・郵送の宛先も表題部を参照してください。
・原稿締切は十二月十五日
    　　県退職者いちょう会第二七回定期総会


　　　　　　　　　　　　　　　すべての議案を承認、可決しました








